
環境にやさしい農業拡大推進事業（一部新規） 

 

１ 趣    旨 

付加価値の高い有機農産物等の生産・流通体制を構築するとともに、より安全・安心な有機農産物等の供給を通じて、県産有機農産物

の安全性や魅力を情報発信し、震災からの復興と風評払拭を図る。 

 

２ 事 業 内 容 

（１） 有機ＪＡＳ認証拡大支援事業 

  有機ＪＡＳ認証に係る経費（新規認証（小分け含む）、継続認証）を支援する。 

（２） 環境にやさしい農産物供給体制の整備 

有機農産物等の生産規模や品目の拡大、出荷の安定化に向け有機農業者等が共同で利用する施設・機械の導入経費を支援する。 

（３） (新)有機農業推進体制整備事業 

    有機ＪＡＳ制度について指導・助言を行う有機農業指導員を育成するとともに、農業者への指導強化を図る。 

（４） 有機・エコ農産物の消費流通拡大支援事業 

    セミナー等により有機農業の理解促進を図るとともに、有機農産物等の販路開拓・拡大のための調査、商談会、産地見学会等を開  

催する。 

（５） 有機農業技術研究開発 

    福島県有機農業推進計画に基づき、除草対策や施肥管理など、実用性の高い栽培技術の確立に取り組む。 

（６） 新たに開発された技術等の実証・普及展示 

    生産現場での課題解決に向けた効果確認や改善等を図り、研修会等を開催するなど、有機農業の面的な拡大を図る。 

 

３ 事業実施主体   ２の（１）のア 農業者等  ２の（２） 農業者組織（農業者等２名以上） 

２の（３）（４）（５）（６） 県 
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４ 予 算 額   ４３,７１２千円 

 

５ 補 助 率   ２の（１）新規認証３／４以内、継続認証１／２以内、小分け認証（新規）定額（上限３００千円）等 

２の（２）１／２以内（上限１０，０００千円） 

２の（３）、（４）、（５）、（６） － 

 

６ 事業実施期間   平成２９年度～令和７年度 

 

   【担当課：農業支援総室環境保全農業課 ０２４－５２１－７４５３】  
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環境にやさしい農業拡大推進事業

【現状・課題】
○原子力災害の風評に対し、本県農産物の競争力強化を図るため、

環境にやさしい取組による農産物の高付加価値化が必要。
○有機農業における生産基盤の構築及び販路開拓・拡大、消費拡

大を促進する取組が不可欠。

【目標】
有機農産物等の生産・流通体制を構築し、消費者へのより安

全・安心な有機農産物等の供給を通して、安全性や魅力を情報
発信し、震災からの復興と風評払拭を図る。

有機JAS認証取得支援

○指導員育成、 有機JAS認証取得に向けたセミナー（相談会）の開催、
農業者向け栽培技術講習会の開催

生産体制の整備

○ 環境にやさしい農産物の供給体制整備
（パイプハウス、水田除草機、色彩選別機等）

有機農産物の消費流通拡大

○ 有機・エコ農産物消費流通拡大支援事業
（１）学生、子育て世代等を対象としたセミナー・

収穫体験等の開催

（２）首都圏の米穀店向け有機米商談会･産地見学会による販路マッチング

有機農業技術開発

技術の実証と普及
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有機栽培面積、
生産量の確保・
拡大

（４） 県内向け県産有機農産物のＰＲ、消費拡大の促進
ふくしまオーガニックマルシェの開催

商談会

・有機農産物の
消費拡大に向
けた啓発

・県産農産物の
販売促進

・有機水稲の省力化・安定生産技術の確立、
有機野菜の周年栽培技術の確立

・展示ほの設置、技術セミナーの開催

転換・拡大

・有機農業の安
定生産技術の確
立

（３） 首都圏向け飲食店等を対象とした需要調査やフェア等の実施

有機推進体制整備(新規事業)

○ 新規認証、継続認証、小分認証支援

特別栽培、エコ
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